

























































実務の分野で最も有名なリーダーシップ概念の１つは, Collins (2001) が『ビジョナリ
ー・カンパニー２』の中で展開している「第５水準のリーダーシップ」概念である。コリ
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meshwar, 2006 ; Sanders III et al., 2003), その後は変革型リーダー（シップ）とサーバン
ト・リーダー（シップ）との違い (Humphreys, 2005 ; Muczyk and Daniel, 2008 ; Smith et
al., 2004 ; Stone et al., 2004) についての研究が活発に行われてきた。最近になって急速に
注目を集めるようになったオーセンティック・リーダーシップ論は, それと他のタイプの
リーダーシップ概念の比較 (Walumbwa et al., 2008) だけではなく, むしろリーダーその
ものの資質を問題にしている (Avolio et al., 2005 ; Cooper et al., 2005 ; Gardner et al., 2005 ;
Jensen and Luthans, 2006 ; Ilies et al., 2005 ; Mazutis and Slawinski, 2008 ; Novicevic, 2008 ;
Price, 2003 ; Shamir and Eilam, 2005 ; Walumbwa et al., 2008 ; Yammarino et al., 2008)。
例えば, Gardner et al. (2005, p. 352) は,「変革型リーダーシップばかりではなく, そ
の他のポジティブなリーダーシップ・タイプの根源的構成概念 (root construct) として,
リーダーシップのタイプとレベルの体系化 3
図１ 第５水準のリーダーシップ










・第１水準(有能な個人)：才能, 知識, スキル, 勤勉さによって生産的な仕事をする
われわれはオーセンティック・リーダーは……」と述べ, オーセンティック・リーダーシ
ップ概念をポジティブなリーダーシップ・タイプの基底であると位置づけている。さらに









Walumbwa et al. (2008, p. 94) は,「オーセンティック・リーダーシップは, 部下との仕事
の上で部下がポジティブな自己開発を促進させるためのリーダーの側での, より大きな自
己認識, 内部化された道徳観, バランスのとれた情報処理, そして関係の透明性を促進さ
せるためにポジティブな心理学的能力とポジティブな倫理的風土の双方を利用したり, 促
進させたりするリーダー行動のパターンである」と定義している。
一般に, オーセンティック・リーダーの特徴として, 1) 高い自己認識 (self-awareness)
(自分の長所や欠点をできるだけ客観的に把握している), 2) 高い内部化された道徳観
(internalized moral perspective）(一貫した価値観のもとで道徳的判断を行うことができる),
3) 高いバランスのとれた情報処理 (balanced processing of information) 能力（自分に不都











































































































































































































































めでとう と, こんな風に, スタッフさんが幸せに仕事ができているかどうかを報告し































































































































リーダーシップの国際比較である (Muczyk and Daniel, 2008)。
Walumbwa et al. (2008, p.118) は,「ALQ (Authentic Leadership Questionnaire) の基本
的な因子構造は中国, ケニア, そしてアメリカの調査においても変わらなかったので, オ
ーセンティック・リーダーシップのコア構成要素は文化的コンテキストを通じて一般化さ
れうるのではないだろうか」と述べている。






















ている (Rosenzweig, 2007)。確かにそのような面は存在するが, しかし, 第５水準のリーダ
ーシップ概念については批判はなされていない。
3) 基太村明子「創業５年, 年商100億 着想共有で婚礼革命：テイクアンドギヴ・ニーズ［結
婚式の企画運営]」『日経情報ストラテジー』, 2004年７月号, pp. 175177.
4) エクセレント企業であったオオゼキの顧客目線の変化については, 佐藤 (2007) を参照され
たい。
5)「野尻 佳孝［テイクアンドギヴ・ニーズ 代表取締役社長］自分の良さを生かすなら経営
者だと思った！（聞き手は本誌編集長, 多田 和市)」『日経情報ストラテジー』, 2006年11月
号, pp. 3940.
6)「有訓無訓 人：アルバイトに任せきる『人』で築いた参入障壁 坂本 孝［ブックオフコ




9)「特集 日本電産, 花王, HOYA 正しい社長の叱り方 第３章：真似に走らない“超個性
派」『日経ビジネス』, 2006年７月３日号, pp. 3940.
10)「第３回『日本一のバカ集団』を作りたいんです：中古書ビジネスの革命児 坂本孝 ブッ
クオフコーポレーショ社長 聞き手 森下篤史 テンポスバスターズ社長」『日経ベンチャー』,
2005年６月１日号, pp. 8182.
11)「特集 日本電産, 花王, HOYA 正しい社長の叱り方 第３章：真似に走らない“超個性
派」『日経ビジネス』, 2006年７月３日号, pp. 3940.
12) 谷川博「ひと劇場 人：本 真由美 氏［ブックオフコーポレーション社長］母性で引っ張
る古本一家」『日経ビジネス』, 2006年07月24日号, pp.151153.
13) 同上. 橋本 (2007, pp. 196198) においてもこのエピソードが語られている。
14)「第３回『日本一のバカ集団』を作りたいんです：中古書ビジネスの革命児 坂本孝 ブッ
クオフコーポレーショ社長 聞き手 森下篤史 テンポスバスターズ社長」『日経ベンチャー』,
16
2005年６月１日号, pp.8182.
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